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いよいよ明日，令和４年度の桐の子スポーツ祭を開催い
たします。今年度も感染予防対策を行いながら，「今できる
桐の子スポーツ祭」の実現に向けて全教職員、全校児童で
取り組んできました。今年度は，昨年度実施したブロック
による団体競技，組パフォーマンス，ブロックリレーに加
え，全校競技を復活させました。密にならないようにする
ことを第一に考え，新たな内容で実現にこぎつけた背景に
は，これまでの附属小の伝統をつないでいきたいという強
い思いが込められています。「制限がある中でも異学年の関
わり」を大切にしながら，子供たちが「自分で判断し，活
動をつくる姿」を随所に見せてくれています。特に６年生
は，自分たちが中心となって活動を進めていく姿が下級生
からのあこがれを集めていることを感じ，自分たちで取組
を進めていくことへの自信と達成感を感じているように見
えます。
今年度のスポーツ祭でも本校が育てたい子供の姿である

「学びを役立てながら喜びを実感する」様子をスポーツ祭
でお見せできることと思います。今年度も感染予防の観点
から，ご家庭にもたくさんのご理解とご協力をいただいて
おりますことに，心より感謝申し上げます。本番当日まで
のお子さんへの励ましや体調管理へのご配慮など，変わら
ぬご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

「価値をつくる学び」を目指して
研究主任 鎌田 尚吾

保護者の皆様も聞いたことがあるでしょうか。AI の革新
的な進歩，産業構造の変化やグローバル化の進展により，
今後 10～ 20年で人間の仕事が大きく変わるなど，VUCA（変
動性・不確実性・複雑性・曖昧性）と呼ばれる「将来の予
測が困難」で，「一人一人が持続可能な社会の担い手」にな
ることが求められる時代を迎えています。
そのような時代を見通しながら，私たち教職員一同，次

のように願っています。
－附属函館小の子供が，よりよい自分や未来社会の形成を
絶えず考え続け，これからの時代を生き抜くことができ
る人間になってほしい―

－そのために，附属函館小で「主体的に学びながら，身の周りのものごとや自らの行動の『よさ＝価値』
を考え，つくる」経験を積んだ子供を育みたい―
以上のような子供たちへの切なる願いをもち，私たちは研究活動や日々の授業実践に邁進いたします。

欠席・遅刻等連絡フォームのお願いです

欠席・遅刻等の行き違いを防ぐため，Google フ
ォーム，お電話共に８：１０までにはご連絡くだ
さいますよう，ご協力をお願いいたします。

登下校中の携帯電話の使用について

本校では，登下校中の携帯電話（キッズ携帯
等）の使用を認めておりません。あらためてお
子さんとご確認ください。


